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河
辺
村
で
も
、
実
り
の
秋
、
収
穫

の
秋
を
迎
え
、
あ
っ
ち
こ
っ
ち
で
脱

穀
風
景
を
目
に
し
ま
す
。

か
い
な
き
d

か
ら
稲
ワ
ラ
を
お
ろ

し
て
は
、
脱
穀
機
に
か
け
て
モ
ミ
を

取
る
わ
け
で
す
が
、
脱
穀
機
も
現
在

で
は
、
自
走
式
と
か
言
っ
て
、
キ
ャ

タ
ピ
ラ
付
で
自
由
に
移
動
す
る
こ
と

が
で
き
る
便
利
な
も
の
も
あ
り
ま

す
。脱

穀
中
は
、
発
動
機
の
音
と
、
機

械
の
音
で
大
き
な
声
で
話
さ
な
い
と

何
を
言
っ
て
い
る
の
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
発
動
機
を
止
め
る
と
、

急
に
シ

l
ン
と
静
ま
り
、
川
の
せ
せ

ら
ぎ
、
小
鳥
の
さ
え
ず
り
な
ど
日
常

生
活
で
は
無
頓
着
だ
っ
た
音
ま
で
耳

に
入
っ
て
き
、
脱
穀
作
業
の
終
わ
り

を
実
感
さ
せ
る
の
で
す
。

(
と
じ
て
保
存
し
ま
し

ょ
、
っ
)
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世帯数 5 6 8戸
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職
場
で
、
あ
な
た
の

家
庭
で
は
「
サ
シ
ス
セ

ソ
」
そ
れ
と
も
「
カ
キ

ク
ケ
コ
」
と
聞
か
れ
て

絶
句
し
た
こ
と
が
あ
る

が
、
そ
れ
は
さ
て
お

き
、
子
供
の
話
。
「
ま
ま

す
て
き
」
と
い
う
こ
と
ば
は
ご
存

じ
で
す
か
。

近
年
子
供
達
の
聞
に
増
え
て
い

る
偏
食
型
肥
満
は
、
お
料
理
が
原

因
と
言
わ
れ
、
見
な
お
さ
れ
て
き

た
料
理
の
こ
と
で
す
。

「
理
想
の
メ
ニ
ュ
ー
」
す
な
わ

ち
、
「
ま
め
ご
は
ん
、
丸
干
し
い
わ

し
、
す
き
や
き
、
て
ん
ぷ
ら
、
切

干
大
根
」
の
料
理
の
こ
と
。

一
方
、
手
抜
き
の
代
表
料
理
は

「
ハ
ハ
キ
ト
ク
」
で
有
名
な
「
ハ

ン
バ
ー
グ
、
ハ
ム
エ

ツ
グ
、
ギ
ョ

ウ
ザ
、
ト
ー
ス
ト
、
ク
リ
ー
ム
ス
ー

プ
」
と
い
う
。

現
代
の
子
供
に
は
、
「
子
供
の
成

人
病
」
さ

ら
に
、
「
子
供
の
老
人

病
」
ま
で
み
ら
れ
、
突
然
死
、
体

力
低
下
、
不
眠
症
、
高
血
圧
、
胃

潰
蕩
、
腰
痛
、
め
ま
い
等
々
大
人

と
同
じ
と
い
わ
れ
る
。

理
由
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
だ
ろ
う

が
、
「
食
べ
て
、
遊
ん
で
、
寝
る
と

い
う
当
た
り
前
の
生
活
を
し
て
い

な
い
子
に
起
こ

っ
て
い
る
」
と
い

う
意
見
は
無
視
で
き
な
い
。

あ
な
た
の
身
の
ま
わ
り
の
子
供

達
の
実
態
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
(
佐
)

やねばし



(2) 

桓
例
に
な
っ
た
夏
の
イ
ベ
ン
ト

「
ふ
る
さ
と
祭
り
」
が
八
月
十
四

日
、
ふ
る
さ
と
の
宿
広
場
を
会
場

に
催
さ
れ
、
帰
省
さ
れ
た
人
々
と

共
に
、
村
民
が
一
体
に
な
り
に
ぎ

わ
い
を
見
せ
た
一
日
で
し
た
。

午
後
三
時
か
ら
夜
市
、
四
時
か

ら
カ
ラ
オ
ケ
大
会
予
選
が
ス
タ
ー

ト
し
、
二
十
六
名
の
出
場
者
が
そ

れ
ぞ
れ
自
慢
の
歌
を
熱
唱
さ
れ
、

五
名
の
方
が
選
抜
に
よ
り
決
選
大

会
に
進
ま
れ
ま
し
た
。

プ
ロ
歌
手
の
真
木
由
布
子
さ
ん

と
桑
野
ミ
ユ
キ
さ
ん
の
審
査
す
る

中
で
堂
々
と
五
名
の
方
が
歌
唱
力

を
競
い
合
っ
た
結
果
、
肱
川
町
の
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P河
辺
音
頭
三
重
の
輪
月
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~河辺音頭は三重の輪もできました~

森
岡
千
景
さ
ん
が
今
年
の
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
に
輝
き
、
大
き
い
ト
ロ

フ
ィ
ー
を
手
に
し
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
納
涼
盆
お
ど
り
大
会

に
入
り
、
谷
聞
に
響
き
わ
た
る
太

鼓
の
音
に
祭
り
気
分
の
高
ま
っ
た

扇
子
お
ど
り
、
里
帰
り
客
と
共
に

三
重
の
輪
に
な
っ
て
盛
況
だ
っ
た

河
辺
音
顕
で
し
た
。

祭
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
歌
謡

シ
ョ
ー
で
北
山
加
奈
子
さ
ん
、
香

山
ゆ
り
さ
ん
、
桑
野
ミ
ユ
キ
さ
ん
、

真
木
由
布
子
さ
ん
が
演
歌
を
た
っ

ぷ
り
披
露
し
、
プ
ロ
の
貫
藤
を
十

分
に
見
せ
、
真
夏
の
一
夜
を
村
内

外
の
人
々
と
共
に
楽
し
み
ま
し
た
。

カ
ラ
オ
ケ
大
会
の
入
賞
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。

ふるさと祭り収支決算書

入収

支 出

最
優
秀
賞

「
俺
の
出
番
は
き
っ
と
来
る
」

森
岡
千
景
(
肱
川
町
)

優
秀
賞
「
人
生
裏
街
道
」

久
保
政
善
(
大
洲
市
)

熱
演
賞
「
関
東
流
れ
歌
」

石
田
次
男
(
大
洲
市
)

熱
演
賞
「
浪
花
夜
空

杉
内
隆
志
(
河
辺
村
)

熱
演
賞
「
あ
っ
ぱ
れ
恋
女
房
」

高
橋
リ
ク
子
(
松
山
市
)

ー

お

礼

l

今
年
も
汐
ふ
る
さ
と
祭
り
e

が

皆
様
の
御
支
援
、
御
芳
志
を
い
た

だ
き
、
村
あ
げ
て
の
一
大
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
盛
り
上
が
り
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

祭
り
の
準
備
か
ら
片
づ
け
に
至

る
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
御
協
力
を
い
た
だ
き

3，173，700円
2，164，834円
1，008，866円
平成3年9月1日

ふるさと祭り大会長

収入額

支出額

残額

ま
し
た
お
か
げ
で
、
盛
況
の
内
に

終
了
し
ま
し
た
こ
と
誠
に
あ
り
が

た
く
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す。
な
お
、
今
後
も
活
力
あ
る
郷
土

づ
く
り
を
め
ざ
し
て
蓮
進
い
た
し

ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の
御
支
援

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

(
大
会
長
大
野
富
士
男
)

…
…
畿
一
審
滋
務
総
務
総
…

秋
色
し
だ
い
に
濃
く
な
る
九
月

十
五
日
、
敬
老
の
式
典
並
び
に
婦

人
会
に
よ
る
敬
老
会
が
、
村
内
四

会
場
で
盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま
し

た。
来
賓
多
数
の
方
々
を
お
迎
え
し

て
の
敬
老
の
式
典
で
は
、
村
長
式

辞
の
後
、
米
寿
者
三
名
、
九
十
歳

富士男

費目 予算額 決算額 比較 説明

報償費 1，615，000 1，121，281 ム493，719謝礼・賞品

需要費 275，000 251，850 f::" 23，150 

役務費 30，000 20，350 ム 9，650

委託料 640，000 658，033 18，033 交通・音響

使び貸用借料及料 65，000 65，820 820 

備品購入費 64，000 47，500 f::" 16，500 

計 2，689，000 2，164，834 f::" 524，166 

大野

~とび入りの参加も~

以
上
十
一
名
、
六
十
五
歳
に
な
っ

た
人
三
十
二
名
の
方
々
に
記
念
品

の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
後
は
婦
人
会
に
よ
る
敬
老
会

が
行
わ
れ
、
多
彩
な
演
芸
が
続
出

し
ご
老
人
の
方
の
飛
び
入
り
も
あ

り
、
皆
さ
ん
ご
満
悦
の
様
子
に
改

め
て
婦
人
会
の
方
々
に
感
謝
し
敬

服
い
た
し
ま
し
た
。

米
寿
者
、
九
十
歳
以
上
の
方
は

次
の
と
お
り
で
す
。
(
敬
称
略
)

米
寿
者

植

松

大

野

タ

ケ

八

八

歳

植

松

大

野

ミ

サ

ヲ

八

八

歳

名

場

連

西

要

三

郎

八

八

歳

高
齢
者
(
九
十
歳
以
上
の
方
)

上
大
成
富
永
ヲ
チ
エ
九
五
歳

植

松

安

達

ミ

ツ

ル

九

O
歳

植

松

智

葉

峰

夫

九

二

歳

横

山

新

田

宗

太

郎

九

六

歳

横

山

新

聞

ウ

タ

ノ

九

一

歳

横
山
中
向
井
ミ
ツ
エ
九
O
歳

川

上

五

頭

ツ

ル

ヨ

九

一

歳

稲

谷

稲

森

リ

ン

九

三

歳

寺

薮

亀

岡

モ

モ

ヨ

九

一

歳

竹

の

瀬

久

保

亀

若

九

四

歳

神

納

佐

伯

キ

ク

一

O
二
歳

長
崎
栄
野
カ
子
ヨ
一

O
O歳

な
お
河
辺
村
最
高
齢
者
の
佐
伯

キ
ク
氏
の
ご
長
寿
と
、
栄
野
カ
子

ヨ
氏
の
満
百
歳
を
記
念
し
て
、
愛

媛
県
と
河
辺
村
か
ら
住
居
を
訪
問

し
心
か
ら
お
歓
び
申
し
上
げ
、
記

念
品
の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。
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九
月
十
日
、
大
洲
市
中
村
肱
川

緑
地
公
園
に
お
い
て
第
十
八
回
愛

媛
県
消
防
操
法
大
洲
喜
多
地
区
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

七
月
二
十
九
日
に
栄
野
安
広
第

四
分
団
長
以
下
二
十
五
名
が
中
学

校
に
集
合
し
練
習
始
め
の
口
火
を

切
り
ま
し
た
。
選
手
は
、

指
揮
者
北
地
富
美
雄
部
長

一
番
員
中
東
史
目
団
員

二
番
員
中
津
博
文
団
員

三

番

員

土

居

敏

団

員

補

欠

山

崎

千

賀

雄

班

長

の
そ
う
そ
う
た
る
メ
ン
バ
ー
で

す。
「
操
法
」
は
、
指
揮
者
が
「
操

作
始
め
」
の
号
令
を
か
け
た
時
か

わカ為平成 3年10月25日(3) 

~栄光を手にした選手たち~

ら
火
点
を
放
水
に
よ
り
倒
す
ま
で

に
要
し
た
時
間
と
、
選
手
の
集
合

か
ら
解
散
ま
で
の
規
律
、
節
度
等

の
点
で
競
う
も
の
で
す
。

さ
て
、
練
習
は
技
術
習
得
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
選
手
、
分
団
員
、

川
上
支
署
職
員
一
丸
と
な
っ
て
暑

さ
と
の
戦
い
で
も
あ
り
ま
し
た
。

一
回
通
し
た
だ
け
で
も
汗
の
し
ず

く
が
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
ひ
も
を
伝
わ

り
し
た
た
り
落
ち
ま
し
た
。

「
河
辺
村
消
防
団
第
四
分
団
た

だ
今
か
ら
小
型
動
力
ポ
ン
プ
操
法

を
開
始
し
ま
す
よ
秋
空
に
こ
だ
ま

す
る
と
一
斉
に
参
加
市
町
村
団
員

の
目
が
四
分
団
操
法
に
釘
付
け
で

し
た
。
迫
力
を
感
じ
さ
せ
る
競
技

で
瑚
%
も
四
%
も
力
を
出
し
切
る

健
闘
ぶ
り
で
肱
川
町
に
僅
差
の
準

優
勝
の
栄
光
に
輝
き
ま
し
た
。
筋

書
き
の
な
い
ド
ラ
マ
に
興
奮
と
血

液
が
逆
流
し
そ
う
な
感
動
を
覚
え

ま
し
た
。
選
手
か
ら
は
一
仕
事
や

り
終
え
た
満
足
な
笑
み
が
こ
ぽ
れ

て
い
ま
し
た
。
選
手
は
来
年
八
月

に
開
催
さ
れ
る
県
大
会
に
参
加
し

ま
す
が
、
今
後
よ
り
一
層
練
習
に

励
み
代
表
と
し
て
精
一
杯
競
技
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
何
卒
御
支

援
た
ま
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

…
秋
の
全
圏
実
通
安
全
運
動
1

…

九
月
二
十
一
日
か
ら
三
十
日
の
れ
ま
し
た
。
総
勢
二
十
名
に
よ

十
日
間
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
り
、
三
班
に
分
か
れ
て
作
業
を
聞

が
行
わ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
二
十
六
始
し
ま
し
た
。

白
河
辺
小
学
校
児
童
八
十
七
名
に

よ
る
交
通
安
全
鼓
笛
パ
レ
ー
ド
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
河
辺
自
動
車
前

か
ら
富
永
建
設
を
往
復
、
一
・
五

キ
ロ
を
演
奏
し
交
通
安
全
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

役
場
前
に
お
い
て
は
、
村
長
、

安
協
河
辺
支
部
長
の
あ
い
さ
つ
の

後
、
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
鼓
笛
隊
は
、
交
通
安
全

を
呼
び
か
け
な
が
ら
力
強
く
行
進

し
て
行
き
ま
し
た
。

向
日
大
洲
安
全
協
会
河
辺
支
部

の
奉
仕
に
よ
り
、
道
路
の
線
引

き
、
ヵ

l
プ
ミ
ラ

l
清
掃
が
行
わ

防
火
ポ
ス
タ
ー
展

大
洲
市
・
喜
多
郡
内
の
小
学
校

三
十
二
校
か
ら
応
募
の
二

O
四
点

の
防
火
ポ
ス
タ
ー
展
が
開
催
さ
れ

ま
す
の
で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

日
時
平
成
三
年
十
一
月
十
二

J
十
四
日
の
間

午
前
九
時
J
午
後
十
時

(
十
二
日
は
十
三
時
J
)

所
大
洲
市
総
合
体
育
館

一
階
ロ
ビ
ー

場

当
日
は
、
あ
ま
り
天
候
の
方
が

良
く
な
く
ペ
ン
キ
の
乾
き
が
心
配

で
し
た
が
、
無
事
午
前
中
に
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

安
全
協
会
の
皆
様
、
お
疲
れ
さ

ま
で
し
た
。

~準備 OK'"

~ごくろうさまです~

……繍欄…畑…欄…耕一

自
衛
隊
で
は
、
若
人
が
入
隊
活

躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り

ま
す
。
一
、
応
募
資
格

十
八
歳
以
上
二
十
七
歳
未
満

二

、

身

分

特
別
職
国
家
公
務
員

=
一
、
給
与

初
任
給

(
月
額
二
ニ
三
、
九

O
O円
)

期
末
、
勤
勉
手
当
の
他
各
種
手
当

V
@
A
W
@
瓜
瞥
@
富
鳳
嘗
@
z
m
v
a
曹
m
v
a蕊
W
@本
W
@
曹
m
w
@
曹
鳳
嘗
@
瓜
嘗
@
混
V
@
A
v
a
曹
A
V
@
留
保
管
@
瓜
瞥
@
z
m
w
a
混
嘗
@
E
侃
瞥
@
董
m
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W
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宜
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管
@
尽
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@
E
m

が
職
務
や
勤
務
条
件
に
よ
り
支
給

園
、
衣
食
住

食
事
、
室
田
費
量
科
被
服
等

も
す
べ
て
無
料
で
支
給
又
は
貸
与

玉
、
任
期
制
隊
員
に
つ
い
て
は
、

特
別
退
職
手
当
を
支
給
一
任
期

(
二
年
一
陸
上
)

終
了
時
百
日

(
五
一
一
二
ニ

O
O円
)

入
隊
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
役

場
総
務
課
、
又
は
自
衛
隊
愛
媛
地

方
連
絡
部

(
T
E
L
O
八
九
九
|

四
一
!
八
三
八
一
)
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。



(4) 平成 3年10月25日

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
各
分
館
の
老

若
男
女
が
一
堂
に
集
い
、
第
二
十

七
回
村
民
運
動
会
が
十
月
十
日

(
体
育
の
日
)
、
河
辺
中
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
終

日
、
楽
し
く
な
ご
や
か
な
雰
囲
気

で
快
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

河
辺
小
学
校
の
鼓
笛
隊
八
十
七

名
が
先
導
す
る
中
、
前
年
二
連
覇

を
し
た
坂
本
分
館
を
先
頭
に
、
各

分
館
リ
ボ
ン
、
旗
等
思
考
を
凝
ら

し
た
選
手
団
が
入
場
し
ま
し
た
。

大
野
喜
久
雄
運
営
委
員
長
の
開

会
宣
言
の
後
、
大
野
富
士
男
大
会

長
の
あ
い
さ
つ
、
森
良
樹
議
長
か

ら
激
励
の
こ
と
ば
を
い
た
だ
き
、

坂
本
分
館
日
野
裕
昭
選
手
の
力
強

J丈わカ=第 93号

4匂

~白熱した綱引き~

い
選
手
宣
誓
で
競
技
を
開
始
し
ま

し
た
。今
年
も
四
分
館
と
も
抜
き
つ
抜

か
れ
つ
の
接
戦
で
綱
引
き
ま
で
も

つ
れ
込
み
ま
し
た
。
綱
引
き
ま
で

は
、
大
伍
、
北
平
、
植
松
、
坂
本

と
い
う
順
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

今
年
の
大
伍
は
、
人
数
不
足
を

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
乗
り
切
っ
て
い

ま
し
た
。
綱
引
き
に
お
い
て
は
、

昔
か
ら
大
伍
と
い
う
伝
統
的
な
も

の
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
こ
の
伝

統
も
高
齢
化
、
過
疎
化
に
よ
り
く

ず
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
大
伍
は
一

勝
二
敗
と
い
う
成
績
で
は
あ
り
ま

し
た
が
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
乗
り
切

り
み
ご
と
九
年
ぶ
り
に
優
勝
旗
を

手
に
し
、
坂
本
分
館
の
三
連
覇
を

阻
止
し
ま
し
た
。

大
伍
分
館
は
、
高
齢
化
、
過
疎

化
が
顕
著
に
現
わ
れ
て
い
る
地
区

で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
成
績
が
残

せ
た
こ
と
は
、
梅
木
分
館
長
を
は

じ
め
、
大
伍
分
館
全
員
の
団
結
に

よ
っ
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ

の
こ
と
は
、
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で
な

く
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
つ
な
が
る

と
思
い
ま
す
。
今
年
の
運
動
会

は
、
そ
う
い
う
意
味
で
大
変
意
義

の
あ
る
も
の
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ス
ポ
レ
ク
大
会
出
場
H

愛
媛
ス
ポ
レ
ク
祭
百
八
幡
浜
地

方
大
会
が
十
月
二
十
日
大
洲
市
を

会
場
に
開
催
さ
れ
、
喜
多
郡
大
会

で
優
勝
し
た
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女

子
が
出
場
し
た
。

一
回
戦
は
、
三
崎
町
と
の
対
戦

で
あ
っ
た
が
、
棄
権
し
た
た
め
不

戦
勝
と
な
っ
た
。
二
回
戦
は
、
宇

和
町
と
対
戦
。
接
戦
で
シ
ン
グ
ル

ま
で
も
つ
れ
込
ん
だ
が
勝
っ
て
決

勝
に
駒
を
進
め
、
県
大
会
へ
の

キ
ッ
プ
を
得
た
。
決
勝
で
は
、
野

村
町
と
当
た
り
、
手
に
汗
を
握
る

試
合
を
し
た
も
の
の
敗
れ
て
し

ま
っ
た
。

県
大
会
は
、
十
一
月
四
日
に
開

催
さ
れ
、
河
辺
村
か
ら
は
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
女
子
、
軽
ス
ポ

ー
ツ
で

は
、
ク
ロ
ツ
ケ

l
、
イ
ン
デ
ィ
ア

ヵ
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
パ

l
ド
ゴ
ル
フ

に
計
十
七
名
が
出
場
す
る
。

~ 5名の勇者たち~

ー+++++++++++++十

一
な
か
よ
し
運
動
会

一

十
月
二
十
日
、
き
わ
や
か
な
秋

晴
れ
の
下
、
婦
人
会
な
か
よ
し
運

動
会
が
、
婦
人
会
会
員
、
小
学
生
、

園
児
、
総
数
九
十
六
名
の
参
加
を

得
て
河
辺
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
前
九
時
か
ら
の
開
会
式
が
終

了
す
る
と
い
よ
い
よ
競
技
ス
タ
ー

ト
で
す
。
四
分
会
に
別
れ
て
、
勝

負
は
二
の
次
ぎ
交
流
が
第
一
の
目

的
と
、
は
つ
ら
つ
と
し
た
笑
い
声

の
絶
え
な
い
楽
し
い
運
動
会
と
な

K

1
仁

第
三
回
父
母
の
教
室
が
、
九
月

三
十
日
、
河
辺
村
公
民
館
に
お
い

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
栄
養
士
、
上

野
マ
リ
エ
先
生
を
講
師
に
迎
え
、

幼
稚
園
児
を
持
つ
お
母
さ
ん
十
八

名
が
、
幼
児
の
食
生
活
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

「
将
来
の
立
派
な
体
格
も
丈
夫

な
体
質
も
、
規
則
正
し
い
食
習

慣
、
生
活
習
慣
も
、
み
な
こ
の
幼

児
期
に
基
礎
づ
く
り
が
行
わ
れ
ま

す
。
」
と
い
う
内
容
の
幼
児
を
持
つ

母
に
と
っ
て
興
味
深
い
学
習
を

行
っ
た
後
は
、
調
理
実
習
で
す
。

今
日
の
テ

l
マ
は
「
運
動
会
の
お

nノ
宇
品
、
し
れ
ん
。

午
前
十
一
時
三
十
分
に
終
了

し
、
体
を
思
い
つ
き
り
動
か
し
た

あ
と
の
お
べ
ん
と
う
の
お
い
し
さ

は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

岨~開園' ーー」岨拍-*， '""'"'~ヰ

~お母さん頑張って/~ 

弁
当
」
ワ
ク
ワ
ク
す
る
様
な
メ

ニ
ュ
ー
に
、
わ
が
子
の
喜
ぶ
顔
を

思
い
浮
か
べ
な
が
ら
腕
を
振
い
ま

し
た
。午
後
か
ら
は
、
幼
稚
園
児
を
交

え
て
の
試
食
会
。
お
い
し
そ
う
に

お
に
ぎ
り
を
頬
張
る
園
児
の
か
わ

い
い
姿
に
、
微
笑
ま
し
き
を
感
じ

な
が
ら
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

幼
児
の
食
生
活
で
大
切
な
の
は

O
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事

O
う
す
味
の
心
が
け

O
強
制
は
禁
物

O
食
事
や
お
や
つ
の
時
刻
は
規
則

的
に
そ
し
て
、
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
の
が
、
「
食
卓
を
楽
し
い

家
族
団
ら
ん
の
場
に
す
る
。
」
と

い
う
事
で
す
。



第 93号

若
者
の
定
住
を
図
る
こ
と
が
、

地
域
活
性
化
の
妙
薬
と
、
本
年
度

の
最
重
要
施
策
と
し
て
取
り
組
み

ま
し
た
「
若
者
定
住
促
進
住
宅
」

の
起
工
式
が
去
る
十
月
十
六
日
大

安
吉
日
に
大
字
植
松
(
出
合
)
に

お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
住
宅
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク

ホ
ー
ル
、
駐
車
場
、
収
納
庫
。
二
、

三
階
は

2
L
D
K
六
戸
。
外
壁
に

レ
リ
ー
フ
タ
イ
ル
を
張
り
、
半
円

形
に
ガ
ラ
ス
ブ
ロ
ッ
ク
を
積
む
な

ど
モ
ダ
ン
な
外
観
と
な
り
ま
す
。

こ
の
住
宅
の
入
居
者
の
内
、
婚

若
者
定
住

促
進
住
宅

Jミわカ=平成 3年10月25日(5) 

リ
l
ト
三
階
建
五
三
七
・
三
三
平

方
メ
ー
ト
ル
で
、
一
階
は
玄
関

~完成予想図~

ニ・三階平面図一階平面図

図

姻
届
出
後
二
年
を
経
過
し
な
い
者

ゃ、

U
タ
l
ン
に
よ
り
、
住
民
と

な
っ
た
日
後
二
年
を
経
過
し
な
い

者
が
入
居
す
る
場
合
は
、
入
居
後

三
年
間
家
賃
が
無
料
と
な
る
す
ば

ら
し
い
特
典
が
付
い
て
い
ま
す
。

せ
め
て
新
婚
時
代
を
二
人
で
快

適
な
ス
イ
ー
ト
ホ
ー
ム
を
作
っ
て

頂
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

入
居
資
格
な
ど
詳
し
い
こ
と
は

役
場
地
域
振
興
課
ま
で
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

泉ケ峠~

…
龍
馬
フ
ァ
ン
大
集
合
"
川
二

第
三
国
わ
ら
じ
で
歩
こ
う
坂
本
坂
本
龍
馬
脱
藩
の
道
保
存
会
員

龍
馬
脱
藩
の
道
及
び
前
夜
祭
龍
馬
の
皆
さ
ん
や
地
域
の
皆
さ
ん
の
ど

を
語
る
夕
べ
が
九
月
七
・
八
日
の
協
力
に
感
謝
致
し
ま
す
。

一
一
日
間
、
龍
馬
脱
藩
の
道
及
び
ふ
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
合
せ
て
完
成

る
さ
と
の
宿
に
お
い
て
盛
大
に
開
さ
せ
ま
し
た
三
杯
谷
の
滝
の
遊
歩

催

さ

れ

ま

し

た

。

道

や

坂

本

龍

馬

脱

藩

の

道

休

憩

所

本
年
度
で
第
三
回
目
を
迎
え
ま
ま
た
、
坂
本
龍
馬
が
脱
藩
後
最
初

し
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
も
都
会
の
方
の
伊
予
の
夜
を
過
し
た
泉
ケ
峠
の

の
共
感
を
呼
び
定
員
を
は
る
か
に
「
坂
本
龍
馬
宿
泊
の
地
」
の
記
念

超
え
る
龍
馬
フ
ァ
ン
を
迎
え
て
開
碑
は
是
非
一
度
ご
覧
下
さ
い
。

催
で
き
ま
し
た
。

~龍馬への思いはつのる~

~宿泊の地
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一

健

全

育

成

を

め

ざ

し

て

/

一

一
河
辺
村

P
T
A連
合
会
教
育
研
究
大
会
開
く
一

「
l
1
1
1
1
1
1
1
1
i
l
i
l
i
-
-
1
1
1
1
1
1
1
1
1
L

先
日
の
十
月
二
十
一
日
、
河
辺
あ
と
、
体
育
館
で
全
体
会
が
持
た

村
P
T
A
連
合
会
研
究
大
会
が
河
れ
、
開
会
式
で
、
大
野
富
士
男
村

辺
小
学
校
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
長
・
森
良
樹
議
長
・
矢
野
清
盛
教

し

た

。

育

委

員

長

さ

ん

よ

り

ご

祝

辞

を

い

研
究
主
題
「
健
全
育
成
を
図
る
た
だ
き
ま
し
た
。

た
め
の

P
T
A
活
動
」
サ
プ
テ
l

引
き
つ
づ
き
、
研
究
発
表
(
河
小

マ
「
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た

p

p

梅
木
加
津
子
副
会
長
)
が
行
わ

T
A
活
動
の
推
進
」
の
も
と
に
、
れ
、
テ
1
マ
に
つ
い
て
村
P
連
会

村
内
の
村
P
連
会
員
約
七
十
名
が
員
の
熱
心
な
討
議
が
あ
り
ま
し

参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
た
。
河
小
P
T
A
の
取
り
組
み
は
、

日
程
は
、
公
開
保
育
・
授
業
の
各
専
門
部
活
動
の
充
実
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
全

会
員
の
熱
意
と

意
欲
を
感
じ
さ

せ
る
す
ば
ら
し

い
も
の
で
し
た
。

最
後
に
、
社

教
指
導
員
の
山

内
善
行
先
生
よ

り
「
健
全
育
成

の
あ
り
方
」
に

つ
い
て
指
導
助

言
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

半
日
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、

内
容
の
充
実
し

た
研
究
大
会
で

し
た
。

(6) 平成 3年10月25日
J、ミわカミ
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「
杉
葉
の
ア
ー
チ
」
に

思
わ
ず
歓
声

河
辺
小
学
校
P
T
A
(梅
木
良

照
会
長
、
八
十
二
名
)
の
会
員
た

ち
が
、
こ
の
ほ
ど
、
秋
季
大
運
動

会
前
の
九
月
二
十
九
日
、

P
T
A

奉
仕
作
業
を
行
っ
た
。

ア
ー
チ
の
杉
葉
は
、
同
所
、
北
平

の
土
居
福
美
さ
ん
の
杉
山
ま
で
会

員
の
有
志
十
数
名
が
ト
ラ
ッ
ク
で

半
日
が
か
り
で
取
り
に
行
き
、
午

後
会
員
総
出
で
ア
l
チ
(
入
場
門

と
退
場
門
)
二
門
を
作
り
、
「
運
動

会
に
、
み
ん
な
な
か
よ
く
、
し
っ
か

り
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
」
と
河
辺
小

学
校
の
児
童
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
。

子
供
達
は
、
杉
葉
の
ア
ー
チ
の

期
待
に
応
え
、
見
事
な
運
動
会
を

見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

""灘"'"
""""現実''''''
'"続三
""泳三
""幾三
縁~~H~
'"''源"，，，
認の，v，"
)~)~)~懇話

話機"，，，

去
る
十
月
七
日
、
郡
中
学
新
人

総
体
が
聞
か
れ
、
河
辺
中
学
校

は
、
野
球
・
パ
レ

1
に
参
加
し
ま

し
た
。
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

。
野

球
(
内
子
球
場
)

一
回
戦

河
辺
4
1
5
大
瀬

o 
1'¥ 

レ
(
内
子
中
体
育
館
)

予
選
リ

l
グ
(
一
勝
一
敗
)

潤
辺
O
|
2
内
子

河
辺
2
1
0
五
十
崎

~立派にできた杉葉の入場門~

大
会
を
振
り
返
っ
て

野
球
は
、
六
回
を
終
っ
て
四
対

一
で
リ
l
ド
。
こ
の
ま
ま
逃
け
切
る

か
に
思
え
た
が
、
最
終
回
に
一
挙

四
点
を
奪
わ
れ
、
涙
の
逆
転
負
け

と
な
っ
た
。
パ
レ

l
の
対
内
子
戦

で
は
、
第
一
セ
ッ
ト
十
三
対
十
二

と
リ
ー
ド
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
ま
ま
逆
転
負
け
。
第
二
セ
ッ
ト

は
、
大
事
な
所
で
ミ
ス
が
目
立
ち
押

し
切
ら
れ
た
。
第
二
試
合
の
対
五

十
崎
戦
は
、
自
分
た
ち
の
バ
レ
ー
が

出
来
、
十
五
対
四
、
十
五
対
四
の
ス

ト
レ

l
ト
で
勝
利
し
た
。
こ

の
リ

1
グ
は
、
一
ニ
チ

1
ム
と

も
一
勝
一
敗
の
同
率
と
な
っ

た
が
、
取
得
セ
ッ
ト
数
で
決

勝
進
出
を
果
た
せ
な
か
っ
た
。

野
球
・
バ
レ
!
と
も
に
持

て
る
力
を
十
分
発
揮
し
て
、

あ
わ
や
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で

健
闘
し
た
が
、
こ
こ
一
番
と

い
う
と
こ
ろ
で
、
選
手
層
の

薄
さ
と
精
神
面
で
の
弱
さ
が

出
た
試
合
で
あ
り
、
今
後
の

課
題
と
い
え
よ
う
。

最
後
に
、
多
数
応
援
に
来

て
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

~開会式にて~
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悪
徳
業
者
は
次
々
に
新
し
い
手
一
位
禁
物
で
す
。
悪
徳
業
者
は
今
日

口
で
あ
な
た
に
接
近
し
て
き
ま
一
も
あ
な
た
を
狙
っ
て
い
ま
す
。
法

す
。
電
話
を
使
い
、
一
言
葉
巧
み
に
一
律
の
改
正
で
悪
徳
商
法
に
よ
る
被

安
心
さ
せ
て
訪
問
し
て
き
ま
す
。
一
室
口
は
、
少
し
は
減
っ
て
き
て
い
ま

「
絶
対
も
う
か
る
」
「
ソ
ン
は
さ
せ
一
す
が
、
セ
ー
ル
ス
ト

1
ク
や
誘
い

ま
せ
ん
」
と
ん
な
話
に
つ
い
の
せ
一
の
手
口
は
、
ま
す
ま
す
巧
妙
、
悪
日
時

ら
れ
て
、
泣
い
た
被
害
者
は
ゴ
マ
一
質
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
十
一
月
二
十
三
日
(
十
時
J
十
七
時
)

ン
と
い
ま
す
。
老
後
の
大
切
な
生
一
被
害
に
合
わ
な
い
た
め
に
次
の
二
十
四
日
(
九
時
J
十
五
時
三
十
分
)

活

資

金

や

退

職

金

ま

で

は

た

い

て

一

事

に

気

を

つ

け

ま

し

ょ

う

。

会

場

愛

媛

県

県

民

文

化

会

館

し

ま

っ

た

人

も

:

:

:

悪

徳

業

者

一

一

、

必

要

で

な

け

れ

ば

勇

気

を

愛

媛

県

農

業

試

験

場

は
、
だ
ま
し
の
プ
ロ
で
す
。
一
見
一
も
っ
て
こ
と
わ
り
ま
し
ょ
う
。
主
な
行
事
ふ
る
さ
と
市
・
え
ひ

一

め

の

食

と

文

化

展

・

技

術

ア

イ

親
切
風
に
よ
そ
お
い
、
人
を
だ
ま
一
ニ
、
買
う
前
に
家
族
と
よ
く
相
談

十

デ

ア

展

等

す
よ
う
に
は
見
え
ま
せ
ん
が
、
そ
一
三
、
契
約
内
容
を
よ
く
確
か
め
て
詳
し
い
こ
と
は
、
地
域
振
興
課

こ
が
業
者
の
狙
い
目
。
絶
対
油
断
一
回
、
う
か
つ
に
署
名
押
印
は
だ
め
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

叩日問
M蹄山山説町山民山山制町日卸山日町山山抑日

ιm悶山戸〔
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一

今
月
は
「
国
民
年
金
制
度
推
進

月
間
」
で
す
。

今
、
日
本
は
世
界
に
例
を
み
な

い
早
さ
で
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
は
、
同
時
に
年
金
を

受
け
る
人
が
、
ど
ん
ど
ん
増
え
て

い
る
と
い
う
事
に
も
な
り
ま
す
。

み
ん
な
が
加
入
し
て
保
険
料
を

負
担
し
て
、
お
年
寄
り
の
世
代
の

生
活
を
守
る
「
世
代
と
世
代
の
助

け
合
い
」
の
仕
組
で
す
。

あ
な
た
の
納
め
る
保
険
料
は
、

お
年
寄
り
の
年
金
に
あ
て
ら
れ
る

だ
け
で
な
く
、
将
来
の
あ
な
た
自
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お

知

ら

せ

国
民
年
金
み
ん
怠
の
し
あ
わ
せ
つ
な
ぐ
橋

身
の
年
金
を
保
障
し
ま
す
。

し
か
し
、
た
だ
待
っ
て
い
る
だ

け
で
は
、
年
金
を
受
け
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
年
金
が
受

け
ら
れ
る
の
で
す
。

制
度
を
よ
く
理
解
し
て
、
あ
な

た
自
身
の
老
後
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

平
成
二
年
度
末
に
お
け
る
国
民

年
金
受
給
者
数
、
年
金
額
は
表
の

よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

.
こ
の
こ
と
は
村
民
の
生
活
に
大

き
く
影
響
を
与
え
て
い
る
と
共
に

所
得
の
向
上
に
大
き
な
役
割
を
果

し
て
い
ま
す
。

平成2年度末国民年金受給者数・年金額

年金種別 受給権者数 年金額

老齢年金(新・!日) 387名 1億 5千7百万円

短期年金 13名 1千万円

障害・遺族基礎年金 30名 2千3百万円

老齢福祉年金 60名 2千万円

章治 計 490名| 2億 I千万円

;まく方れににいなら 心良る承事ふなたいては特の出何年 きふ こく す
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創
造
塾
の
活
動
も
、
二
年
目
に

入
り
は
や
そ
の
半
分
を
終
わ
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。
一
年
目
の
活
動

か
ら
二
年
目
は
、
年
聞
を
通
し
て

で
き
る
活
動
を
し
よ
う
と
い
う
こ

と
で
、
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
を
計

画
し
た
わ
け
で
す
。

し
か
し
、
塾
生
の
仲
間
も
日
々

の
仕
事
や
そ
の
他
の
事
で
、
別
%

塾
の
活
動
が
で
き
る
と
い
う
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

仲
間
の
集
ま

り
が
少
な
い
時
も
あ
る
の
で
す
。

そ
ん
な
塾
の
活
動
で
も
、
一
応

ヒ
マ
ワ
リ
の
+
化
や
コ
ス
モ
ス
の
花

を
聞
か
せ
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

一
瞬
で
も
村
の
み
な
さ
ん
の
目
を

楽
し
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ヒ

マ
ワ
リ
は
種
を
取
る
こ
と
も
で

き
、
こ
の
種
の
有
効
な
活
用
を
考

え
て
い
ま
す
。

活
動
計
画
の
前
半
に
つ
い
て
の

反
省
会
も
終
え
、
後
半
の
活
動
を

検
討
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
と
パ
ン
ジ
ー
、
そ

し
て
セ
ン
ト
ポ
l
リ
ア
を
育
て
る

わ
け
で
す
が
、
セ
ン
ト
ポ
l
リ
ア

は
、
前
半
の
活
動
で
苗
は
た
て
で

あ
る
も
の
の
冬
越
し
が
、
大
き
な

J、ミわカh第 93号

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
低
温
に

弱
い
植
物
な
の
で
河
辺
の
冬
は
、

厳
し
い
条
件
な
の
で
す
。
そ
こ
で

日
野
さ
ん
宅
の
ハ
ウ
ス
で
冬
越
し

す
る
こ
と
と
し
、
無
事
、

ハ
ウ
ス

の
ビ
ニ
ー
ル
も
張
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

に
つ
い
て
も
畑
づ
く
り
と
い
う
課

題
が
残
っ
て
い
ま
す
。

私
達
は
、
こ
の
活
動
を
通
し
て

花
を
育
て
る
と
共
に
、
ま
た
別
の

も
の
を
育
て
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
自
然
を
大

切
に
す
る
心
、
仲
間
意
識
、
そ
し

て
、
新
し
い
時
代
を
創
造
す
る
意

欲
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

……繍
湘
教
瀞
激
減
波
浪
………一
倒

あ
る
古
老
と
の
座
談
会
で
の
話

し
で
あ
る
。

わ
し
ら
の
子
供
の
噴
は
、
皆
が

同
和
地
区
出
身
の
者
を
差
別
し

ょ
っ
た
。
毎
日
の
つ
き
合
い
や
祭

り
事
、
そ
の
ほ
か
、
け
ん
か
の
時
は

ひ
ど
い
あ
っ
か
い
を
し
ょ
っ
た
。

今
の
世
の
中
か
ら
考
え
る
と
、

制
全
く
ひ
ど
か
っ
た
。
差
別
す
る
こ

糊

と
が
あ
た
り
ま
え
だ
っ
た
。

骨

そ
の
上
、
貧
乏
人
に
対
す
る
差

M

別
も
ひ
ど
か
っ
た
。
じ
い
ち
ゃ
ん

方
も
貧
乏
で
、
よ
け
い
人
か
ら
ば

-j⑧
j

+
⑨

;J 

ム

T

4

T

+
 

付

病
む
夫
の
く
る
ぶ
し
高
き
足
洗
う

い

わ
が
眼
鏡
は
湯
気
に
く
も
り
で

関
井
恵
美
子

…+
 

い

思
い
き
り
愛
し
愛
さ
れ
さ
わ
や
か
な

日

余

生

送

れ

と

説

く

静

郷

尼

佐

伯

君

子

…半

日

う
っ
と
り
と
琴
の
手
さ
ば
き
音
色
に
も

…

習
う
は
黙
し
A

フ
宵
更
け
ゆ
く

山
本
カ
シ
子

…+
 

い

紫
陽
花
の
花
を
写
し
た
池
の
面
に

い

鯉
の
む
れ
く
る
夏
の
夕
べ
は

本

田

み

ね

よ

…

い

呼
ば
れ
し
も
気
付
か
す
見
つ
め
る
将
棋
盤

日

付

駒

を

打

つ

手

に

心

迷

い

て

国

井

ミ

ネ

ヲ

日

pe+++++
+40。
TOT。
TOT++++oToT。
T++++400TOT+++し

か
に
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
貧

乏
人
の
子
は
ど
ん
な
に
頭
が
良
く

て
も
、
上
の
学
校
に
行
く
こ
と
は

で
き
ん
か
っ
た
ん
じ
ゃ
。

今
は
、
貧
乏
人
に
対
す
る
差
別

は
教
育
の
お
陰
で
な
く
な

っ
た

が
、
同
和
地
区
の
人
に
対
す
る
差

別
は
ま
だ
残
っ
て
い
る
。

明
治
四
年
の
解
放
令
に
よ

っ
て

身
分
に
よ
る
ち
が
い
は
な
く
な
っ

て
い
る
。
そ
れ
な
の
に
、
昔
の
身

分
を
言
っ
て
差
別
し
て
い
る
。
本

人
に
は
何
の
関
係
も
な
い
こ
と
で

人
が
人
を
差
別
す
る
こ
と
は
許
さ

れ
る
こ
と
で
な
い
は
ず
だ
。

人
聞
は
、
皆
平
等
な
の
に
、
と

話
し
さ
れ
、

た
し
か
に
、
今
で
も
人
聞
を
上

下
の
関
係
で
見
、
区
別
す
る
人
達

が
い
る
が
、
人
は
皆
平
等
で
あ
り

そ
の
平
等
な
人
達
が
、
よ
り
よ
い

生
活
を
す
る
た
め
に
は
、
差
別
の

実
態
を
正
し
く
認
識
し
、
「
差
別
を

し
な
い
」
「
負
け
な
い
」
「許
さ
な

い
」
良
識
を
身
に
つ
け
る
学
習
を

機
会
を
求
め
て
続
け
て
欲
し
い
も

の
で
す
。

そ
の
心
の
探
求
心
、
優
し
さ
が

家
庭
の
幸
を
生
み
、
社
会
の
う
る

お
い
を
生
み
人
々
の
幸
に

つ
なパ

る
と
思
う
か
ら
で
す
。

(河
辺
村
同
和
教
育
協
議
会
)
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H

お
誕
生
お
め
で
と
う

植

松

井

本

景

子

父

英

人

用
の
山

山
本

美
里

父
五
月也

植

松

大

野

美
波

父

盛
喜

カ

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

上

大

成

宮

岡

輝

雄

剖

歳

川

上

城

戸

茂

十

回

歳

百

合

谷

河

野

鶴

雄

前

歳

三

久

保

熊

野

タ

ケ

的

歳

仙
件
付
仲
伸
件
付
仲
崎
仲
骨
仲
泌
総
甘
件
数
曲
骨
材
仲
叫
仲

糊
瀦
鰍
議
議
録
縦
揺
料

仙
件
数
勃
骨
骨
仲
叫
件
数
叫
件
恰
仲
叫
仲
叫
仲
泌
総
訴

天
気
予
報
を
見
て
い
る
と
、
も

う、

初
雪
が
降
っ
た
と
か
。
今
年

は
、
何
か
し
ら
ん
、
夏
が
短
か
か
っ

た
よ
う
に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
災
害
も
例
年
よ
り
多
く
発

生
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
雲
仙
普
賢
岳
の
噴
火
は
今

だ
に
続
い
て
お
り
、
台
風
十
九
号

で
は
、
愛
媛
に
も
大
き
な
被
害
が

出
た
り
、
や
は
り
異
常
気
象
の
影

響
で
し
ょ
う
か
。

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
二
カ

月
と
な
り
ま
し
た
。
館
報
は
、
来

年
一
月
末
の
発
行
の
予
定
で
す
。

掲
載
し
て
は
と
い
う
も
の
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
公
民
館
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。


